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講師 山中龍宏医師

緑園こどもクリニック
産業技術総合研究所 人工知能研究セン
ター
NPO法人 Safe Kids Japan

山中 龍宏

子どもの突然死

突然死の規定

• 症状の出現直後に死亡

• 1時間後までの死亡

• 6時間後までの死亡

• 24時間後までの死亡

「死亡児が、死亡前に全く健康状態に問題

はないとみされていたか、何らかのごく軽

微な疾病に罹患していたにすぎず、また重

大な疾病に罹患していたとしても、その病

状が安定していた」場合の死亡。

次回第１２回公開学習会のご案内
日程 ２０１６年３月２５日（金） 午後１８：；３０～

場所 早稲田大学戸山キャンパス ３３号館 第１０会議室
講師 成田幸子氏（次男成田直行さんを柔道部夏季合宿中に熱中症で亡す)

会津高校に通う次男の命は１６歳１０か月で奪われました。１９９４年８月１１日仙台高等裁判所で和解合意がなされて早

２０年。その間、成田夫妻は「子どもの命と人権を守る福島の会」を裁判支援をされた教員仲間と立ち上げ、裁判支援を通し
被災者家族を支え励まし続けてこられました。

「子どもの命と人権を守る福島の会」の活動は東日本大震災では、大いに力を発揮されたと聞き及んでいます。２０年にわ
たる活動を通し、今思う子どもの命と安全についてお話いただきます。

☆ 懇親会では、ご夫妻の長きにわたる労をねぎらいたいと思っています。ご参加をお待ちします。

カルチャーショック
弁護士 野 口 善 國

この勉強会の参加は初めてでしたが、懐かしい浅見さんのお顔も
見え安心しました。
山中龍彦先生のお話は私には一種のカルチャーショックでした。

山中先生は「人とは過つもの」という基本的な考えに立って、「
もっと注意すべき」というような精神論的な解決に頼らず、人の通
常の行動を前提にいわば工学的に分析をして、現場環境を改善する
というものです。私ども法律家は、人間関係、心理状況に着目し、
いわばソフトの面のみからアプローチすることが多いのですが、先
生のアプローチはいわばハードの面まで考慮されていると言えるの
ではないのでしょうか。

私には非常に新鮮な衝撃でした。山中先生の事故をなくし、子ど
もの命を守ろうとする情熱にも感動しました。そのお話は私共のよ
うな医学的な素人にもわかりやすく、大変有難かったです。先生の
お話の内容であれば、教育委員会等教育行政機関の担当者の心も動
かせるはずです。このようなお医者さんがたくさんいれば、私共も
心強く、事故の再発も減少するのにと思った次第です。この勉強会
は貴重な情報を与えて下さり、本当に感謝しております。この場を
教えてくださった喜多先生にも心からお礼申し上げます。
このような勉強会があれば、また参加させて頂きたいです。

私も学校事件で命を奪われた子どもや遺族の側に立って苦闘を続
けていますが、共に頑張っていくつもりです。

学校管理下の事故を考える
１．現状を見てみよう（例：天窓事故）
２．京都市小学校プール事故第三者委員会の経験
３．保育管理下の事故検討会の経緯
４．学校事故の事後対応検討会の経緯
５．突然死に取り組むには
６．技術による解決を考える

第11回公開学習会野口善國弁護士がお寄せ
くださった感想を持って報告とします。



この病気を知ってくれるだけで

心も 体も 楽に なるんです！

２０１６年１月１５日、毎日新聞のクローズアップ２０１６掲載 「患者ら悲願達成」・髄液漏れ治療
保険適用への記事を受け、当会会員鈴木裕子編「子どもの脳脊髄液減少症」のチラシから図や説明文を
抜粋し編集しました。 当会では脳髄液減少症を広く知って欲しいとの思いから日本外来小児科学会年
次集会にブースを出展、また青少年スポーツ推進協議会発足会に参加し、スポーツ時の脳震盪の危険性
の中に脳脊髄液減少症への注意も呼びかけさせていただきました。会として今後も教職員・保護者・児
童生徒たちに知ってもらうよう働きかけを続けていく所存です。 文責・浅見洋子
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２０１５年１１月１８日と２０１６年１月１９日の二度の院

内集会に参加した私は、全国の被害者御家族が力を合わ
せ、ここまでの行動にと押し進められたことに畏敬の念を
禁じ得ませんでした。

１１月１８日の集会「学校管理下における重大事故
について考える勉強会～初動調査体制を確立するため
に～」のテーマに沿った発言は、工藤剣太君の練習ス
ライド、村川康嗣君の入院時スライドが放映され、両
親の無念と今なお続く虚無感と怒りが交差するやりき
れなさが伝わりました。栗岡梨沙さんの生活もスライ
ドで知ることができました。ご両親と参加されていた
梨沙さんにお会いでき感動しました。

１月１９日の院内集会は各新聞社が大きな記事とし
て取り上げていました。１月２４日の読売新聞「学校
事故研究遅れ改善へ・文科省調査委員会設置指針に」
と社会面では、学校事故遺族「真実知りたい」長い裁
判苦しみ多くとした記事では、柔道初心者の青年が５
０分以上も投げ続けられ死亡した事態が、学校による
と「電柱に頭をぶつけた」という説明にすり替わって
しまう摩訶不思議を伝えている。

院内集会の報告の中で、「部活の私物化」との表現
が私の心に突き刺さります。 文責 浅見洋子

国

１の被害者御家族が力を合わせ、ここまでの行
動を、いいえこれからも推し進めるでしょう皆様
に
敬意を表さずには居られませんでした。

院内集会に参加して

2016年１月１９日院内集会チラシ

新しいホーム
ページの

トップは、こん
なです。
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事務局所在地

〒１０２－００７１
東京都千代田区富士見
２－７－２
ステージビル１７０６号

南北法律事務所 内

スマホ
からも
見られ
ます

安全ネットがお薦めするこの一冊！ Vo l .７

☆学校安全ネット入会の御案内☆
私たちの活動は、皆さんの会費で運営しています。

学校安全に関する相談をはじめ、当会の事業に対する
ご理解・ご賛同をいただきますよう、お願い申し上げます。

年会費 ★会員 ３,０００円 ☆賛助会員 ５,０００円

郵便為替でのお手続きは、以下までお願い致します。
振 込 先 ００１３０－９－３４６４６３
加入者名 学校安全全国ネットワーク

★ 『安全ネット通信』刊行元 ・ お問合せ先
学校安全全国ネットワーク
TEL ０３－３５１１－５０７０
FAX ０３－３５１１－５７８４

E‐mail uta@yoko‐no‐heya.jp
HP  http://gakouanzen‐network.com

事務局所在地

〒１０２－００７１
東京都千代田区富士見
２－７－２
ステージビル１７０６号

南北法律事務所 内

スマホ
からも
見られ
ます

「ルポ 保育崩壊」小林美希
著岩波文庫定価

（本体８００円＋税)

文責 弁護士 細川 潔

２０１５年３月６日、福島地裁郡山支部に

おいて、保育園経営者らの不法行為
責任が認められ判決が下されました。
これは、認可外保育園で睡眠中の幼
児（１歳）が死亡したことについて、う
つぶせ寝による窒息死が原因である
とされたものです。私自身、子どもを
保育園に通わせている親として、見
逃すことのできない事件でした。

「ルポ 保育崩壊」は以前購入した本

でしたが、この事件を受けて再読した
ので、書評を書かせていただきます。

本書は、５章の構成からなっています。
第１章で保育の現場、第２章で保育
士の労働実態、第３章で保育所の経
営実態、第４章で親子の生活の質、
第５章で保育の構造問題について、
各々言及されています。

第１章では保育の現場での驚きの事

態が語られています。特に驚いたのは、
以下のエピソードです。
保育士が、早く食べ終わらない１歳

の子に対して、待ちきれず「早く食べよ
う」と言って、スプーンで残ったおかず
を子どもの口に入れてしまう。子どもは
噛めないため飲み込めず、頬を膨らま
せたリスのようになっているというので
す。このエピソードなどは、一歩間違え
ると重大な保育事故を引き起こしかね
ないものです。ここまで酷くなくとも、軽
度の保育事故を起こしかねないエピ
ソードや子どものトラウマになりかねな
いエピソードが多々言及されています。

これらの事例を通して、筆者は保育

の質が低下していることを指摘します。
もっとも、保育の質の低下は保育士個
人の資質だけからくるものではあませ
ん。

筆者は第２章で保育士の労働条件
について言及しています。ここでも驚く
ことは多々ありますが、もっとも驚いた
のは「ブラック保育園」についての記
述です。深夜１時までの残業、募集要
項よりも５万円近く低い賃金、少ない
休み、存在しない休憩室ｅｔｃ。保育士
のマタハラ問題にも言及されており、
労基法や雇用機会均等法にある母性
保護規定などものともしない現場の実
態が描かれています。 疲弊する職場
では、健やかな保育など望むべくもあ
りません。保育士による酷い保育の現
状について「これは保育ではない」と
いった感想を抱くベテラン保育士の台
詞がありようになっていく実態がうか
がわれます。

第３章では、保育園の経営につい
て言及されています。

認可保育所の運営は、主に、補助
金と保育料でまかなわれていますが、
経営という面では人件費の割合が高
くなっています。規制緩和の流れで株
式会社も保育所の運営が行えるよう
になりましたが、利益を出すためには
人件費を削減しなければなりません。
その結果、保育士について労働条件
が切り下げられ、第２章で述べたよう
な劣悪な労働条件での労働を余儀な
くされ、ひいては子どもに対する惨い
保育が行われるようになってしまって
います。

第４章では共働き時代の保育、第５
章では改めて保育の意義を考えると
いうことになりますが、ここでは割愛
させていただきます。

全体をとおして、「保育」とは本来
「幼児を保護し育てること」であるは
ずが、現在の保育所でそのような
「保育」が行われているのだろうかと
考えさせられます。

保育所で生起する事件・事故も学
校の安全に含まれるところですが、
その原因が、単に保育士の資質に
あるというわけではなく、その背後に、
保育士の労働条件、規制緩和からく
る人件費削減があることに気づかさ
れました。本書は新書で約２４０頁の
厚さで、かつ、ルポタージュであるた
め、非常に読みやすくなっています。
保育所の問題に興味がある方には
是非読んで欲しい一冊です。


